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外付け個撻椿強された既存 RC造建絢 の 酵震縮強骰計手法に 関する研究

　　　一
その 2 取付部の 破壊毛 一 ドとその 耐 力算定弍に つ い て
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1．は じめ に

制振 ブレ ース とRC 取付 部 にお ける要素実験 を行 うことにより、そ
の 1で は 実験概要を述べ た。その 2 で は その 1で 検討した試験体

  一試 験 体  に加 えて 、過 去 に行 われた 同形 状 の 試 験体  試験

体 
1）Oを加 え、想定され る破壊モ

ー
ドの特定とそ れ らの 耐 力式 の

精度に つ い て 検討し た。
2 ．各試験体の 破壊モ

ード
　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 図 1
試験体  4 試験体 

2〕
の 中で 特 に、試 験体  〜試 験体  は試 験体

  及 び 試験体  と同様 に面外曲げ応力 の 影響が 最も大きく、そ の

影 響に より主筋 が降伏 した後 にね じれ による脆性 破壊 を起 こした。

また試 験 体  は全 15試験 体 の うち唯
一、RC 梁部にス ラブが 取 付

い てい ることを想 定 した試験 体である。その ため面外 曲げによる主

筋降伏を抑え、ス ラブ無し試験体  と比 較して ねじれ耐力もやや増

加 したもの の 、最 終的 にはね じれ破 壊 となっ た
2）。また、試 験体  ny

試 験体  より、せ ん断 補強筋量 よりも主筋量の 違い がねじれ耐 力 に

与える影響が大きい ことも確認 された。次 に、試験体  “試験体 
1）

の 中で特 に 、 試験体  及 び試 験体  は、軸力 の 影響がねじれ耐 力

に 及 ぽす影響を確認 するた め の試 験体で あり、そ れ ぞれ 圧縮・引
張 軸力 により破 壊 性状 が異 なるこ とを確認 した試験 体 である。特 に

試験体  は圧縮軸力に よりねじれ耐力の 上 昇が確認された。試験

体   」試 験体  は RC 梁部 の 耐力 を上 げ、代わりに取付部 の グラウ

ト強度を低くし、取付部で の破壊を意図して 設計された試験体で あ

る。実験 時で は、定着板 滑り、定着板 浮上 り、グラウトの せ ん 断破 壊

が確認 された。
3 ．各試験体計算耐力とそ の 精度

　本 工 法 を適用す る補強 設計 にお い て 、
RC 部材 の 算出す る各 種

計 算耐力
3）・4）

は 終局面 内・面外 曲 げ耐力
，4 ・

eMv 、ねじれモ
ー

メ

ン トT． 、せ ん断終局耐 力 慮 銅
の 4 つ で ある。算定にはそれぞ れ式

．（IH3 ＞を用 い、算出結果と実験 時の 最大軸力 を併せ て 表 1に示 し

た。これより、実際に RC 梁部が破壊した、試験体  、  、  ・  は

RC 部材 の 計算 耐力 の 最小 値（式 1・・3 の最小徇 が実験 時最大 耐力

を下回 り、また、RC 梁部が 破 壊 しなか っ た試 験体   、  、  〜  は、
RC 部 材 の 計算耐 力の 最 小値が実験 時 最大軸 力 を上 回 っ た。しか

しなが ら、面外曲げとねじれ に関する計算耐力と実験応力とを比較

した図 6か ら、面外 曲 げ降伏後の ね じれ破 壊した試 験体 8体（  、
  、（SKDs（魅   ）の 面外 曲げ耐力、ね じれ 耐力は共 に、理論 耐力

式 （1ト（3｝よりも平均 して 約 CO％の ばらつ きが生じて おり、特 に面外

曲げ耐力に関して は過小評価をして い る。よっ て、表 1及び 図 6 の

面 外 曲げ耐 力 とね じれ 耐力 の 大小 関係は定性 的 に整合して い ると

言 えるが、推定式 の精度は 今後検討する必要がある。また、傾向 と

して、ねじれ耐 力の 方が 面外 曲げ耐力 と比べ 大きくなっ て い るが、

実験結果か ら、この ような場合で あっ ても面外 曲げ降伏すると、ねじ

れ に対 しての 抵抗 も低下す る。 よっ てね じれ 破壊 防止 の ためには、

面 内曲げモーメン ト
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　　　　　　表 1　 理論耐力と実験値 との 比 較

（1）

（2）

（3）

（4，5）

（6M

面外曲げ降伏させ な い必 要がある。このことは 、面外 曲げに 対して

主筋が降伏する際には、式｛2）か ら得 られ るね じれ耐力 は過大評 価

となる場合もあることを示唆してい る。さらに、ス ラブ付 きの 試験体 

に関して、面外 曲げ耐 力が低く見 積もられてい るが、これ は計算時
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表 2　ブ レース導入軸力に よ っ て生 じる実験耐力と理 論耐力の比較

破 壌モ ード 面外一つね じれ破壊 破 壌せ ず 面外 → ね じれ破 簑 ねじれ破 面 外 → ね じれ 破壌 取付部破壊
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M
「
袖σ 21．91119126 ．1626 ．3714 ．675 ．9814 ．4820 ．759 ．6613 ，6220 ．5326 ，2838 ．7335 ．11
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「翩 100．9754 ．9012056121 ．5574 、4830 ．3873 ．50105 ．3557 、8262 、7694 、63121 、lI17B ，4816L81

にス ラブを考慮 して耐 力を算出して お らず、他 の試験体と同じ式（2）
により算出した為で あるe また、同試験体  は 、ね じれ の 実 験 応力

が計算耐力よりも上昇することが確認されたの で、前述の 面外曲げ

耐 力を含め 、
ス ラブ付 き梁部材の 耐力 算定 につ い て は、より自由度

を上 げる意味で 今後検討が 必 要で ある。
4 ，各 試験体 の余 裕度 の検 討

　本研究で は面外曲げ・ねじれ・せ ん断のそれぞれ に、実験時に

得 られた最 大 引張 プレ ース 軸力 を元 に、実際 に作 用す る応 力（面内

曲げ・面外曲げ・ねじれ・せ ん 断耐力）と、式（IH3 ）か ら算出される

計算耐力 とを用い て、各 試験 体 の 余裕 度 R（F 計算耐力1実験 応力 ）

を検討する．実験時の 最大ブレ ース の 導入 軸力 に よる面 内 曲げモ

ー
メン ト。Mi 、面外曲げモ

ー
メン ト。

M
。 、ね じれモ

ー
メント隔 、せ

ん断力 be
’
．

の 各算定式 を式（4）一｛7）に示し、 図 レ 図 4 に算定 時の

概略 図を示す。式（IH3 ）及び 式（4）一（7）で 算定された各試験体の 余

裕度 を表 2に示 す 。 表 2より得られ た値を元 にし、縦 軸を式の 精度、

横軸を試験体番号として、面内曲げ及びせ ん断余裕度を図 5 に 示

し、 面外曲げ及びね じれ 余裕度 を図 6 に示す 。 図 5より本研 究で の

14体 の試 験体に つ い ては 、面 内 曲げ及び せ ん 断で 破壊 した試験

体 はなく、少 なくともここ で 示す余 裕度 1．61、1．87 を 上 回っ て い れば、
それぞ れ の破壊は避 けられ ることを示 唆して い る。なお、これ らは

一

般なRC 部材の 耐力であれば通 常は問題にならない 大きさと考えら

れ る。一方、図 6 より面外 曲げ及び ねじれ に対 しても破壊 に至らず

ブ レース が 破壊 した試験体  及 び 試 験体  で は、面 外 曲げ及 びね

じれ に 対して、少 なくともそれぞ れ余裕度 1、41、1．73 を上回っ て い

ればそれぞれの破壊は避けられることを示 唆して い る。 また 、 試 験

体  はね じれ破壊 したにも関わらず、各種 余裕度ns　1．O を下 回らな

か っ たが、これ は 軸力 の影 響を式X2）が考慮 して いない こ とによるも

の と思われ る。
5 ．まとめ

本研 究 か ら得 られ た知見 は以 下 の 通 りで ある。
1 本研究で 検討した RC 梁部 の 耐力 は、面 内 曲げ耐 力・面外 曲 げ

　 耐 力・ねじれ耐 力・せ ん断耐 力 の 4種 類と、取付部耐力 として、定

　着板滑り耐力・定着板浮上り耐力・グラウトの せ ん断耐 力の 3種 を

　 加 えた計 7種 類で ある。また、それぞれ の耐力は 、その 1で 前述

　 した通 り、歪 み硬化に よるブレ ース 軸応 力 の 上昇を見込 ん だ、最
　 大 引張軸 応力 を用い て算 出 した。RC 梁 部の破壊性状は 面外曲

　 げの影響に よりブ レ ース 降伏 とほ ぼ同時にプレ ース 取付 け側の

　 主筋 が降伏 した為に、ねじれに対して 主筋が抵抗で きなくなり、

　最終的に は脆性破壊が起こ っ たと推察され る。この ことか ら、面外

　 曲け「耐力 が ねじれ 耐力 よりも小 さい 場合は、ね じれ 耐力 が十分

　 に発 揮され ない もの と考 える。
2 面外 曲げとね じれに起因する変形の 卓越性を検討した結　 そ
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　 図 5　 面 内余裕度及 びせ ん 断余裕度の 算定結果
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　　　図6　面外余裕度及 びね じれ 余裕度の 算定結果

　の 1の 図 7）、耐力式 か ら得られ る破 壊モ
ードの 変形成 分が卓越

す る結果 で あっ た。しか し、値 として はバ ラつ きがあるの で、今後

　検討する必要がある。さらに、スラブ付き試 験体 にお い て は、ここ

で 示 した耐力式 （1）、（2）は 実際 の 耐 力 を過少 評価するた め、設 計

　時の 自由度を上 げる とい う点 に おい て は、その 効 果を考慮 した耐

　力の 算定方法 につ い て検討の 余地 があると言える。
3 各試験体に対して余裕度 R を算出 した結果、各 種余 裕度（面 内

　曲げ・面外 曲げ・ねじれ・せ ん断）は少なくともそ れぞれの 余裕度

　 1、61・1．41・L73・1．87を上 回っ てい れ ばそれ ぞれ の破壊 は避 けら

　れ る事 が分か る。しか しながら、ここで 示 した値は、設 計 で 用 い る

　値として はまだ不十分で あるため、設 計 にお い て合理 的な値を引

　き続き検討する必 要がある。
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